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Methylchlorophenylisoxazolylpenicillin(MC1-

PC)は,他 の 合 成 ペ ニ シ リン と同 様6-Amin。penici1・

1anicacidか ら誘 導 され た ペ ニ シ リン誘 導 体 で,各 種 の

グ ラム陽 性菌 に対 し強 い増 殖 阻 止 力 を 示 し,と くに 耐 性

ブ ドゥ球 菌 に も有 効 で あ る こ とを 特 徴 とす るユ・2)。我 々

は病 巣 よ り分 離 したStaPhyloeeccusaureus,StaPhylo-

coccusepidermidis}b'よ び健 康 皮 膚 面 よ り分 離 したSta・ ・

PhPtlococeusepidermidisに つ い てMCI-PCの 抗菌 力 を

し らべ た の で,そ の成 績 の 概 要 を報 告 す る。

実 験 材 料 お よ び 方 法

D供 試 薬 剤

略 号

Methylchlorophenylisoxazolylpenicillin

(MCI-PC)

Phenoxyethylpenicillin

Phenoxypropylpenicillin

Dimethoxyphenylpenicillin
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Aminobenzylpenicillin

PenicillinG

2)試 験 菌 株

5'⑫hylococ`秘s佛 γ¢駕s

StaPhylococcusepidermidis

以上 東 邦 大学 病 院 中 央 検 査 室 に て 分 離 。

StaPhylococcusepidermidis

3)感 受性 試 験 方 法 お よび 判 定

(PE-PC)

(PP-PC)

(DMP-PC)
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(AB-PC)

(PC-G)

50株
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表1StaPhylococcusauγeus50株 の感 受 性 分 布
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培地はHeartinfusionagar(栄 研)を 用 い,各 薬剤

を100mcg/m1～o,19mcg/mlま で倍数稀釈に よ りそれ

ぞれの濃 度に無菌的 に加えて平板 とし,こ れを16分 画

し,各 菌株 を普 通ブイ ヨンに18～20時 間培養 した菌液

を1自 金耳量 つつ劃線,37。Cに24時 間培養 した後完全

に発育 を阻止する最 低濃 度を感受性値 とした。試験 法の

詳細は腸菌班法 に従つ ている。

実験成績お よび考察

1)S彦aPhyloeoccusaureusの 感受性(表1)

MCI-PCに 対す るStaPhylococcusaureusの 感 受性 は

一一般に高 く,28%(14株)は 最小発育阻止濃度(以 下,

MICと す る)が0、19mcg/m1以 下で,あ との72%(36

株)は0。39mcgimlで 発 育 を阻止 され る。使 用 した株

の中にはPC-G,AB-PC,PE-・PC,PP-PCな どに耐性

の株 もあ り,ま たTetracycline,Streptomycinな どに

耐性 の株 も含 まれ ているが,MCI-PCに 対 してはすべて

の株 が感受性 を示 し,他 の合成 ペニシ リン,お よび抗生

物質 との交叉耐性は み とめ られ なかつた◎ また抗菌力の

程度は合成 ペニシ リンの中,も つ とも低濃度で抗菌力を

発揮す るMPI-PCと ほぼ同程度であつた。

2)S彦aPhyloeOCCPtSε ρ漉 γ獅観sの 感 受性(表2)

病巣 由来 の50株 に お け る 感受性は,MICがO.78

mcg/m1～1.56mcg/m1の 株 が6株 あ る点が 黄色種 と異

るが,大 部分 の株はO.19mcglm1以 下 の も のが24%

(12株),0.39mcg加1が64%(32株)で,Staphptlo-

coccusaureusの 感 受性 とほぼ同様 の分布 を示す。 また

他 の薬剤耐 性に関係 な くすべ ての株が感受性であ る

ことも黄 色種 の菌株群 と同様であつた。PC-G

健康皮膚面 よ り分離 したStaPh.epidermidisで は
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MCLPCに 対 す る感 受 性 が0.19mcg加1の もの は

1株 もな く,O.39mcgtml～3.12mcglmlの 範 囲 に

分 布 し,StaPh.a#reUSお よ び 同 じStaPh.epider・

midisで も病 巣 由来 の菌 株 群 よ りもMICが や や 高

くな る傾 向 が み られ た。 また この群 に おい て はPC-

Gの 感 受 性 が 他 の群 と異 な り,高 度 耐 性 株 は み とめ

られ ず,MCLPCよ りも低 濃 度 で 発 育 を 阻 止 され る

株 が か な りみ とめ られ た 。

以 上,MCI-PCはStaPhylococcusに 対 し強 い 抗

菌 力 を示 し,0.39mcgiml以 下 で 大部 分 の株 が 発 育

を 阻 止 さ れ,こ の 成 績 はSMITH1)(0.2～0.9mcg'
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ml),NAYLER2)(o.1～o.5mcglml),

KNUDSEN3)(0.1～0.25mcg/ml)な

どの 報 告 と ほ ぼ 一致 す る。 ま た

SMITHら は 他 の 合 成 ペ ニ シ リン と

の比 較 に お い てMCI-・PCはDMP-

PCの5～10倍 の 抗 菌 力 を 有 し,他

のisoxazolylpenicillinす な わ ち

5-methyl-3-phenyl-4-isexazo1yl

penicillin(MPI-PC)お よび5-me。

thyl-3-P-chloropheny1-4-isexazo-

1ylpenicillinと は ほ とん ど同程 度

の 抗菌 力 で あ る とい う成 績 を 示 して

お り,我 々の 実 験 で もMCI--PCは

MPI-PCと 同 じ位 のMICを 示 し,

DMP-PCと はMCI-PCの 方 が10

倍 以 上 の抗 菌 力 を示 す こ とが 明 らか

で あ る。

表2StaPhPtlococcusepidermidisの 感 受 性 分 布

最小発育 _病 巣由轡5・ 株 漿離 鞠
趾 灘MC髭tp㌦IPP》
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実験 した菌株 の中病 巣由来 の菌 株では黄色種 と表皮種

との闘に感受性 の大 きな差 はみ とめ られないが,表 皮種

の 中で も健康皮虜面 由来の菌 株群は,病 巣 由来 の菌株 群

に較べPC-Gに 対 す る 感受性が異な り,高 度耐性株 は

73株 中1株 もな く感受性株 が 大 部 分であ る。 そ して

MCI-PCに 対 しては病巣 由来 の表 皮 種 群 に較 べ感 受性

がやや低 い点 が注 目された。

Penicillinaseの 影響につ いてSMITHら の成 績では,

Penicillinase非 産生のStaph.のPC-Gに 対 する感受

性 がMCI-PCよ り高いが,我 々の病 巣分離 株において

は その傾 向はみ とめ られなかつた。 しか し健 康皮膚面 由

来 のS'@ゐ ・ゆ46辮 観sに おいて,PC-G耐 性の株が少

く,お そ らくこれ らはPenicillinase非 産 生 と考え られ,

この中の24株 はMCI-PCよ りPC-Gに 対 す る感受性

が 高かつた。 またSMITH、NAYLERはMCI-PCの 抗

菌 力は菌 のPenicillinase産 生性 と関係な く,し たがつ

てPenicil!inaseを 産生す るPC-G耐 性 の菌 株に もPe-

nicillinase非 産生 の株 と同様 の抗 菌力を示す ことを報告

してい る。PC-G,AB・ ・-PCの ようにPenicillinaseに よ

つ て不活化 され るPenicilli諏 お よびその誘導体 の間 でも

StaPh.aureusに 対す る抗菌作 用が必ず し も平行 しない

場 合 もあ るが4),我 々 の 試 験菌 株中,PC-G,AB-PC,

PE-PC,PP-PCな ど多 少 ともPenicillinaseに 対 して

不 安定 なものに対 して耐性を示 す株が,MCI-PCに はす

べて感受性 である ことか らMCI-PCはDMP・-PC,MPI-

PCと 同様Penicillinaseに 対 して きわめて安定であ る

と考 え られ る。

結 論

・MCI-PCはTetracycline ,Streptomycin,PC-Gお よ

びPE-PC,PP-PC,AB-PCな どに耐性 の株 も含めすべ

てのStaPhylecoecus菌 株 に対 し強 い抗 菌力を示 し,90

%は0.391ncg加1以 下で発育 を阻止 された。 したがつ

て他薬剤 との 交 叉耐性 はみ られずPeniciilinaseの 影響

も うけない ものと推察 され る。

StaPh。epidermiaisの 中,健 康 皮膚 面分離の菌株群で

は病 巣 由来 の菌株群 より感 受性 がやや劣 る傾 向がみ とめ

られた。

終 りに実験 の試 料について御援助いた だいた 日本抗生

物質学術協 議会お よび明治製菓株式会社 にあつ く御礼申

し上 げ ます。
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